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ＰＬＡＳＡ２０００Ｓｈｏｗは、 ９月10日から13

日までロ ン ドン のアー ル ズコー トで開催された。

建築都市照明を業務と している私達にと って

は、 いささか違う分野だが最先端の舞台照明

装置を視察してきた。ＰＬＡＳＡと はProfessional

Lighting and Sound Associationの訳であり、 23

年の歴史がある。

舞台照明（スタジオライティン グ）の専門家

ではないが、 照明装置の過去を振り返ると 基

本はスポットライトではないかと 思う。そのス

ポットライトの「光の広がりを調節したい」、

「光に色を付けたい」、 「光の強さを調節した

い」、「光を回したい」、「光を振りたい」、「光

を動かしたい」、「光で模様を出したい」など

と、ライティングイメージ創造の為にスポットラ

イトは、どんどん進化してきた。また、光を強

調する為のスモークマシーンなど特殊演出効果

器具の発展もあった。音と照明の同期など、

瞬時に反応させる為のデジタル化も進んでき

た。これら、いろいろな機能を持つスポットラ

イトを多数使用する時代から、高性能・多機

能スポットライト１台でこれらの機能をこなす時

代がやってきた。ミラースキャンスポットライ

ト、ムービングスポットライトがこれらにあた

展示会・ロンドンレポート る。照明デザイナーのイメージを具現化すべ

き技術は、更に進歩してきている。

今年のＰＬＡＳＡ2000は、これからの進歩の

現実が感じられたShowであった。工業プラス

チックを使用した照明器具の出現、プラスチッ

クレンズを使用したスポットライト。照明器具

の軽量化が光の動きを俊敏にする。ＤＭＸは

常識の時代。現行のほとんどのミラースキャ

ンスポットライト、ムービングスポットライトのカ

ラー演出は、複数のカラーホイールをデジタ

ル制御で回転させ、光の色を作り出している。

だが、超最先端のものはＤＬＰ（デジタルライ

トプロセシング）と、ＤＭＤ（デジタル マイク

ロミラー デバイス）を使用した超高性能プロ

ジェクター光照射装置である。このシステムの

展示は、試作品であったが、近日市場に出る

とのこと。しかし、レンタルのみとのことらし

い。電子素子と電子制御の組み合わせ技術

で、照明器具はスポットライトから、デジタル

プロジェクターへと変身していくのである。

海外のショーの特徴として、会場の外にイ

ベントがいくつかある。その中のクレーパー

キー、パルサーが主催するUKLJ2000に出席

してきた。UKLJ2000 とは、UK Light Jockey

Contest Finalの訳である。ロンドンで一番の若

者の街ソーホーにあるヒッポドロームで行われ

た。ヒッポ ドロームは 、1650名を収容するヨー

ロッパ最大のディスコクラブである。午後９時

開場でどんなイベントになるのか楽しみに待つ

事１時間、やっと始まった。主催者側の挨拶

が終わり、一人の照明デザイナーが紹介され

た。ステージの奥に置かれた調光卓の前に立

つ。会場の明かりが暗くなり大音響で音楽が

響きながら激しく光が動き、色が変わり、光の

形が変わる。時 会々場がクリアーになると、ス

モークがたかれる。フロアーに観客がいる訳

でもなく、ただ光と音が無機質にうごめいてい

る。約１０分ほどの演技が終わり、次の照明デ

ザイナーが紹介される。といった感じで３人の

演技が終了した。次の照明デザイナーと思い

きや、コンテストの終了である。もっと大勢の

照明デザイナーが参加するものと思い期待し

ていたので、もの足りなく感じられた。私に

とっては、なかなか優劣の判断は難しかった

が、最終演技者が最優賞をとった。最終演技

者の選択した曲は、他の二人よりノリが良く、

照明と合わせ易かったのが勝因かも知れな

い。とすれば、参加者が同じ曲で照明デザイ

ンをするのが非常に解り易いと思うのは私だけ

だろうか。勝敗を左右するかも知れない曲の

選択は非常に重要である。しかも、曲があっ

ての光の演出と考えざるを得ない。歌には作

詞と作曲の関係があるとすれば、その関係は

ほぼ対等であるが、光と音の関係では、まず

音が先行している気がする。光の演出が先行

して音を作っていく事はあるのだろうか。演技

者の動きには、オーケストラの指揮者のよう

に体を動かしながらのパフォーマンスが、客席

からは感じられず、音と同調させたＣＤ－ＲＯ

Ｍのスイッチを入れただけと何が違うのだろう

かと考えさせられたライトジョッキーコンテストで

あった。

ミミミミミレレレレレニニニニニアアアアアムムムムムドドドドドーーーーームムムムム

ミレニアムドームは、今年の1月１日にグリ

ニッジにオープンした巨大ドームである。設計

者は、リチャード・ロジャース。日本からは、

インターネットで希望日を指定して入場券を購

入する。期待をして会場へ。地下鉄駅を出る

と、ドームの一部分は見えるが付帯施設が

ドームを遮り全体像が見えない。ドーム自体の

スケールは感じられなかった。付帯施設

Skyscapeで、英国のコメディー「Blackadder

back and Forth」を見てからいよいよドームへ。
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そばに寄ると、やはり大きい。メインエント ラ ン

スから中に入る。直径３００ｍを超えるドーム

はあまりにも大きく、天井の存在は感じられな

い。各ブースの造形が目に飛び込んでくる。

ドーム内には１７のブースが存在する。スピー

ドや移動をテーマにしたブース、話す事をテー

マにしたブース、休むことをテーマにしたブー

スなど、全ての展示内容は人間が中心のテー

マとなっており、それぞれ個性的な造形をして

いる。何と言っても目を引くのは、ナイジェル・

コーツ がデザインした人間の形を模したBody

のブースである。インテリアについても体内に

入り込んでいくイメージでデザインされており、

体内について勉強していく。

休むことをテーマにしたRestのブースも面

白い。中に入ると、薄暗く空間がどのように

なっているのか良く見えない。暫らくすると、

目が慣れて見えてくる。長辺が１０ｍ程の卵型

の平面が２つあり、天井高も１０ｍ程である。

床、壁、天井の区別が無く、全てが丸みを帯

びている。床と壁の境には、丸みを帯びた寝

そべる為の段差がある。人 は々そこに寝そ

べって、天井を仰ぎ見ている。穏やかな音が

流れ、赤とも青とも区別が付かない微妙な明

かりが間接光となって、空間を包み込んでい

る。何か展示物があるのではなく、空間全体

が明かりと音で演出された体験型展示である。

ドームのセントラルエリアに入ると、巨大な

空間を把握する事が出来る。見上げれば、６

０ｍ上空の天井が見える。この巨大なセントラ

ルエリアでは、１日２回ないし３回のミレニアム

ショーを行っている。ドームの空間を全て使用

した大掛かりなショーである。ショーの開始に

先立ち、何気なくドーム全体を遮光スクリーン

が覆い始める。いろいろなセットが四方から中

央に持ち込まれ、派手な衣装を身にまとった

ダンサーが登場する。音楽がスタートし、

ショーが始まる。５０ｍ上空のキャットウォーク

から竹馬を着けた１５名ほどのダンサーが、

地上まで舞い降りる。大仕掛けの道具が空中

に舞う。主演ダンサーの演じる場所はステー

ジ上ではなく、殆どドームの上空（空間）であ

る。センターのステージでは 、２０ｍ程のタ

ワーが数分で立ち上がり、炎と共に崩れ去

る。そして、カラフルなリボンが多数上空に舞

上がり、そしてドーム内が緑の葉っぱで覆わ

れる。劇の内容より、それらの仕掛けにビック

リさせられた。勿論ショーの照明は、ムービン

グスポットライトを中心としたステージライトであ

る。

　ミレニアム・ドームの夜景はどうだろうか。

入場日前日に電車に乗って、ガイドブックに掲

載されているような美しいビューポイントを探し

に対岸方面に出かけたのではあるが、私有

地で河岸まで行けなかったり、高速道路の

パーキングであったりで全体像が見えるポイン

トは見つけられなかった。電車に乗って気軽

にドームの全体像を写真に収めるのは無理の

ようだ。

ドーム敷地内の外構には、幾つかの光の

仕掛けやアートが存在する。一つ目は何と

いっても子午線の視覚化である。地中に埋め

込まれた赤い光の線が河岸側敷地内をかすめ

ている。また、グリニッジ天文台から放たれた

緑色のレーザー光も上空を貫いている。河岸

側の広場の壁には、光をグリッド状に点灯さ

せてキラメキ感を演出している。また、ネオン

管が空中で束になったオブジェも、なかなか存

在感があり面白く感じられた。

ドーム自体の夜景は、写真でイメージして

いたよりもおとなしく感じた。たぶん、カメラマ

ンのテクニックで実際よりも美しく見せられてい

たのかもしれない。

（稻葉　裕）
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照明探偵団倶楽部活動1 ／街歩き（アミューズメントの明かり編）報告

照明探偵団倶楽部活動2／研究会サロン （ 渋谷　照明探偵団事務局）報告

団団団団団長長長長長コココココラララララ ムムムムム

000911第8回照明探偵団倶楽部・街歩き

今回で８回目を迎える探偵団街歩きは、９月

１１日に小雨降る中、参加者７名を含め、合計

１１名で行われました。今回は、「アミューズメ

ントの明かり」をテーマに開催されました。

最近、お台場や横浜みなとみらいの大観覧

車などイルミネーションで飾り立てた夜型のア

ミューズメントパークがテレビや雑誌などで取上

げられていますが、実際にその非日常的な光

空間を詳しく調査した内容をアトラクションの興

奮と共に報告します。

場所は東京ドームの真横にある後楽園遊園

地。遊園地というと昼間がメインの施設です

が、最近は夜間も午後９時過ぎまで開園して

おり、それなりに賑わっていました。

園内に入ると色 な々アトラクションが、ブ

自分たちの順番が回ってきました。入り口の

係員が不健康そうな顔で「決して前の人とは

離れないでください。」などと意味ありげなこと

を言い、何と、いきなり手錠をかけてきたので

す。まさに「聞いてないよ～！」の気持ちで

す。これでは、もう撮影どころではありません。

恐る恐る足を進めると内部は意外に明るく、

少し暗めの夜の公園といったところです。雷

のようなフラッシュランプや炎に見立てた明かり

が点在しています。もともと列の中で待ってい

る時にある程度の暗さに目が慣れていたの

で、内部があまり暗く感じなかったのだと思い

ます。これはきっと真夏の太陽が照りつける

昼間に体験する方がより怖さが倍増するので

しょう。

今回訪れた遊園地は、夜でも明るい都内の

真ん中にあったので、全体の印象はどちらか

というと周囲の明るさに同化してしまっている

感じがしました。逆にもっと明るさを極限まで

抑え、その暗さの中でアトラクションを楽しむと

いった趣向をもつ遊園地を作ってみてはどうか

と思いました。その後は、いつもの様に参加

者全員で懇親会を行いましたが、どちらかと

いうと“アトラクションの興奮冷めやらぬ”と

いった話がメインになってしまいました。

（田中 謙 太 郎 ）

000929 第12回照明探偵団倶楽部・研究会ｻﾛﾝ

照りつける太陽や蝉の声がいつの間にか感

じられなくなり、気づけばもう秋。4ヶ月のイレ

ギュラーな間隔となりましたが、9月29日に研

究会サロンが行われました。参加者は約20名

程。当初の予定では面出団長のアフリカ紀行

の発表でしたが、より照明に近い話ということ

でドイツ ・ハノーバーメッセの様子のビデオリ

ポートになりました。

ハノーバーメッセは各国を代表する建築家に

よって設計された展示館が広大な敷地に所狭

しと並び、いわば建築デザイン見本市とも言

えるものです。すべて見るのに最低３日、好き

な人なら1週間かけて見る人もいるという程ス

ケールが大きい！日本館は坂茂さん設計。

紙の筒を構造体として瓢箪を半分に切ったよう

な形態の３次曲面を作り、それを膜で覆ったユ

ニークな展示館です。環境に対する建築的な

提案を示しています。TVでも随分紹介されて

いました。面出団長の他のお勧めは各階ごと

に自然や風土を表現したオランダ館でした。

各国展示館の他にも伊東豊雄氏やジャン・

ヌーベル氏など世界の巨匠も出展。伊東氏か

らは一定のリズムで動く椅子でリラックスしなが

ら映像によって癒される環境の提案が、ヌー

ベル氏からは特殊ガラスに投影した映像によ

る展示と、二人の建築家に共通していたテー

マが体積のない映像と空間の構成であったの

は、興味がつきないところです。

面出団長と参加者の石井君からは、スパイ

ラルで開催されていたレゴ展の報告がありまし

た。毎年開催されているレゴ展ですが、今年

は面出団長が参加。LEDを組み込んだレゴや

光センサーを駆使した力作でした。無数のレゴ

によって築きあげられた作品からは石井君他

多くのサポーターの努力と汗が伝わってきまし

た。

3つ目には、サロンに先んじて後楽園で行

われた街歩きの報告がありました。今どきの

お化け屋敷の話やジェットコースターの話は多

かったのですが、肝心の光は“うーん”と歯

切れが悪い。団長の目にも新鮮な光は映らな

かったそうです。フリーフォールにチャレンジし

た勇気ある参加者からは 、頂上に上がったと

きに見えた東京ドームが、非常に美しかった

という情報が。一度に数秒しか楽しめません

が、一度ご賞味あれ！？

ここで、参加者の澤田さんからグループ展

の作品の披露がありました。「ほたるん」と名

づけられたこの作品は、蛍を追い求めて全国

各地を周った取材の過程を可愛らしいイラスト

と詩的な言葉で巻物に綴ったもので、現在3巻

まで完成しているそうです。今回は取材ノート

と、この３巻の作品を皆で輪になって鑑賞させ

ていただきました。

イラストの味わいや言葉から、澤田さんの

豊かな感性がひしひしと感じられ、参加者は、

みんな大感激でした。

（戸恒 浩 人 ）

ルーやグリーンにライトアップされ、その他の

イルミネーションなどが雰囲気を盛り上げていま

す。この色とりどりにライトアップされたアトラク

ションの構造体が普通の建築空間にはない景

色をつくっています。夜空に浮かび上がる

ジェットコースターの軌道は、おそらく好き者

にはたまらないでしょう。途中の地下通路で

は、ブラックライト演出でちょっと不思議な空間

を体験できました。先ず初めに一行が向かっ

た先は、暗闇の恐怖が味わえるアトラクション

「お化け屋敷」です。待合通路に怪しげな提

灯が吊り下げられ一層と恐ろしげな雰囲気を助

長しているようです。徐 に々入り口に近づくに

つれて館内からの聞こえる悲鳴が鮮明になって

きます。「あ～、一体どんな暗闇の恐怖が待

ち受けているのだろう。」などと考えていると、
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1996 年に毎月行った照明探偵団連続実践講

座、第4回目の「光の中の天使」に、パリ在

住のアーティスト・写真家の田原桂一氏をゲス

トとしてお迎えした。

光が街のなかでどう芸術たらしめるかを考えよ

うというテーマで、「光の違いは言語、思考、

風景や人も左右する」と考える田原氏にとって

の光の天使とは何かをうかがった。そのなか

で、自身がパリ市で手がけるパブリックーアー

トのプロジェクト、サンマルタン運河計画を紹

介されたが、長年の交渉の末にこのほどよう

やく結実したプロジェクトを、今回田原氏自ら

に案内して頂いた。

パリの中心部を一望できるセーヌ川遊覧はあ

まりに有名だが、湿った地下水路を抜け苔む

したいくつもの水門を抜けるサンマルタン運河

ののんびり遊覧ツアーも地味ながらひそかな

人気を誇っている。映画「北ホテル」の舞台

となったことでも知られるこの情緒溢れる運河

は、王政復古時代の1825年、ナポレオンに

よって作られ、セーヌ川からバスティーユを

通って北に延びる全長4.5キロの歴史の面影と

記憶をとどめる佇まいが印象的。

21歳で渡仏し、「日本の優しい包み込むよう

な光とはあまりに違う強烈な光」と出会って以

来「光をつかみとる」ことに憑かれた田原桂

一。写真家として出発し、立体、環境をもま

きこんだ光を体言化・顕在化するための広範

な表現活動を世界各地で続けている。昨年

12月にはリヨン市で「光を織る」と題し街を光

で覆ってしまうという幻想的なイベントを行っ

て、住民や訪れた人を熱狂させたばかり。

バスティーユの船着場から出発する遊覧船

「カノラマ」号は（カナルとパノラマを引っ掛け

たネーミング）は出航後まもなくひんやりと洞

窟のような全長2キロの地下ドームに入る。

抜けるのに約９分間かかるこの神秘的な闇

が、田原氏の光のキャンバス。丸い天井部

分に空けられた採光用の窓にプリズムを固

定。更に50台のプリズムを内蔵する人工光

源による発光装置をアーチの側壁にうめこみ、

それらの光を回折させて、虹色の光の強弱や

向きをコントロールする。ミスティックなこの空

パパパパパリリリリリ ・・・・・ サササササンンンンンマママママルルルルルタタタタタンンンンン運運運運運河河河河河ののののの
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間に木霊する水の反響音も要素に取り込んだ

この音楽的なプロジェクトは「光のエコー」と

名づけられる。遊覧船で通過するのに約9

分。音響豊かに美しくオーケストレーションさ

れたひとつの楽曲を視覚的に体験する感があ

る。

「この神聖な場所に色と光を与えたかった。こ

こをわたる人がそれぞれ個 の々追憶に照らし

合わせてひと時の心の旅ができるように」と

田原が語るように、自然光と彼によってしつら

えられた光のブレンドが幻想の世界へと誘う。

しかし実のところ、この運河遊覧ツアーのみ

どころはこの地下水路だけ。「束の間の幻影」

を抜けたあとの2時間を越える亀よりのろい運

河くだりは退屈極まりない。メトロに乗れば

たった15分の距離だというのに。せめてリュッ

クにワインとバゲットでもしのばせて楽しい会

話に花を咲かせるか、ぼんやりと空想にふけ

ろう。

（葛西 玲子　）
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